[Material] Keizaisōwa and Kansai Law School by 杉原 四郎 & Sugihara Shiro
[資料紹介] 『経済叢話』と関西法律学校
著者 杉原 四郎
雑誌名 關西大學經済論集
巻 26
号 1
ページ 41-52
発行年 1976-04-20
その他のタイトル [Material] Keizaisowa and Kansai Law School
URL http://hdl.handle.net/10112/14887
41 
資料紹介
『経済叢話』と関西法律学校
?
原 四 郎
はしがき
関西大学の前身である関西法律学校は，その創立（明治19年11月）後ほどなく講義録を
発行する（明治20年12月）が，同じ頃その他に学校の創立に関係した者が中心となって数
種の雑誌が発行されていた。現在のところその発行が確認されるものは， 『経済叢話」，
『経政法理」および「文明之法」の3種である1)。私がそれらを先年本誌に紹介した2)と
きには，『経政法理』と「文明之法」とについては実物を見たうえで書くことができたが，
『経済叢話」だけは実物を見ることができなかったので，講義録にのっているその広告で
知りうることを推測をまじえて報告するにとどまった。ところがその後この雑誌の若干の
ものが国立国会図書館に所蔵されていることがわかり，そのマイクロフィルムが本学の年
史編集資料室に所蔵されることになった。本稿はこの資料によって「経済叢話」のことを
あらためて紹介し，先年の報告の不備—たとえばこの雑誌の創刊の日時を明治21年 2 月
と推定したごとき—を補正したいと思う。国立国会図書館に本誌があることを教示され
た経済学部の戒田郁夫教授と，本誌のことをのせた当時の新聞記事や執筆者の経歴その他
について種々有益な情報を提供して下さった年史編集室の大場義之氏とに深謝する次第で
1)明治21年8月15日に法林社から創刊された月刊雑誌「法林」 I，ま，法律，行政，経済の
3科に関する学術雑誌で，小倉久，井上操，藤林忠良，手塚太郎，水上長次郎を寄稿者
とするものである。原物未見であるが，これも関西法律学校に関係のふかい雑誌の一つ
ではないかと思われる。 この雑誌については『関西大学年史紀要」第1号， 1975年3
月， 150ペー ジ参照。
2)杉原「関西法律学校の経済学講義をめぐって」，『経済論集」 XX-2,1970年7月， 112
-116ページ。杉原『西欧経済学と近代日本』，未来社， 1972年， 96-101ページに収録。
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I 
国会図書館の所蔵する『経済叢話」は第11号から第18号までの8冊である。 46版でペー
ジ数は号により多少のちがいはあるが32~36ページで，他に広告が1~2ページある。定
価は7銭でかわらない。「毎月 2回発兒」と表紙にあるように， 第11号と第12号とは明治
21年4月， 第13号と第14号とは同年5月， 第16号と第17号とは同年9月に発行されてい
る。第15号が6月11日に発行された後9月20日に第16号が出るまで7月と 8月とは全く発
行がないが，この期の中絶については後にのべるような特別の事情があった。そして10月
15日に発行の第18号が最後である。だが次の第19号が11月までに発行されたことは『関西
法律学校筆授生講義録」の同年11月発行の号の広告であきらかである。したがってこの時
期の本誌は毎月 2回の刊行が原則であったことは事実のようであるが，創刊当時には月 3
回刊行する予定であったらしい。というのは「朝日新聞」の明治20年11月3日号の広告に
は「来十一月十日初号発兄地方逓送ハ駅逓局認可ノ上定日毎十日」とあり， 『大阪月報J
の明治20年11月17日号の雑報欄には「豫てより其の評判ありし経済叢話第1号は愈よ……
一昨日を以て発行したり同雑誌は自今毎月 3回づ>発行し……」とある3)からである。そ
して創刊後間もなく月 2回の刊行にかわったものと思われる。
『経済叢話」第11号の裏表紙には発行者，編輯者等についてつぎのように記されてい
る。
発行者大阪府北区信保町壼丁目百三十八番地福岡県士族吉田一士
編輯者大阪府東区北浜三丁目二十六番地京都府士族仲川三治
印刷者大阪府南区内安堂寺町三丁目三十一番地大阪府士族延原角左衛門
発行所大阪府北区信保町壷丁目百三十八番地蜂蟻堂
この記載が創刊号以来ずっとあてはまるものかどうかはわからないが，創刊号の広告が
前掲の「朝日新聞』に「大阪北区信保町一丁目百三十八番地蜂蟻堂吉田一士」の名で
のせられていることからすれば，少なくとも発行者数と発行所とについては，第1号以来
かわからなかったと思われる。また以上の記載は第12号以降第15号まではそのままー~た
だし， 蜂蟻堂の住所が第14号以後大阪府南区内安堂寺町三丁目御稜筋西入になる―だ
3) 「大阪朝日新聞」の明治20年11月18日号の記事にも「経済叢話」の第1号が11月15日
に出たとある。 この記事の全文は「関大」第215号 (1973年10月） に大場義之氏によっ
て紹介されている。
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が，第16号以降は，つぎのようにかわる。
発行兼編輯者大阪府北区天満橋一丁目百九番邸垂水善太郎
印刷者大阪府南区内安堂寺町三丁目三十一番地延原角左衛門
発行所大阪府北区天満橋一丁目百九番邸蜂蟻堂
43 
見られるように，印刷者のところはそのままだが，発行者の吉田一士と編輯者の仲川三
治の名前は消え，それに蜂蟻堂の住所もかわっている。仲川と垂水との交代については第
16号の35ページに「小生儀今回都合ニョリ本紙編輯人ヲ辞退シ弊堂員垂水善太郎氏代テ編
輯事務ヲ捷任致シ候間尚奮二倍シ御愛読ノ程呉々モ奉願侯也」という仲川三治の「広告」
がでていた。そして吉田一士の名が消えたことについては，彼自身第16号の「問答之部」
の冒頭に， 『経済叢話」を垂水善太郎に譲渡したことを， 吉田が本誌を創刊した目的や，
第15号の発行後本誌がしばらく休刊せざるをえなかった事情とともにつぎのように弁明し
ている。本誌の性格を知るうえに重要なので，長きをいとわず全文を引用しておくことに
しよう。
余ハ今平素愛敬スル讀者諸君二封シテー言ノ耕ズベキコトアリ。諸君モ豫テ知ラルヽナ
ランガ，余ハ本紙第一琥ヨリ第十五琥二到ル迄経済學及ビ為替手形ノ問答ヲ極メテ簡短二
裾メテ平易二説明シ来リシガ，是蓋シ初學諸君ノ了解二便盆ヲ奥ヘンガ為メノ婆心二外ナ
ラザルナリ。然ルニ問答中時二或ハ完全ナラザル所アルヲ覺悟セリ。今ニシテ之ヲ想へ
バ，賓二赦顔ノ至リニシテ，深ク諸君二謝セザルヲ得〔ザ〕ルナリ。
我國経新以来人文漸ク開ケ行ク所，到ル所トシテ政事學藝二闊スル新聞雑誌ノアラザル
，，ヽナキナリ。然ルニ此二奇トスベキハ，経演二閥スル新聞雑誌ノ特二乏シキコト是ナリ。
嘗時余ガ知ル所ヲ以テ，僅力東京二田口卯吉氏ノ闊スル経済雑誌アルノミ。勿論其他二通
俗経済雑誌等ノアリシト雖モ，俗二所謂三琥雑誌ニシテ，登刊スルヤ忽チニ消滅シ，一興
一敗ハ殆ンド今日ノ欣態ナレバ，余ガ常二之ヲ遺憾トスル慮ナリ。去レバ如何二日本ハ狭
隣ナリト雖モ，僅々タルー雑誌ヲ以テ到底満足スルコトヲ得ザレバ，之ヲ慨嘆スル此二年
アリ。
降テ明治十八年ヨリ，余等偶々大阪商業叢話會ナル者ヲ壷カシ，而シテ有志者二圏リ経
済ヲ専ラトスルー雑誌ヲ登兌セント計薔シタレドモ，世上ノ冷淡ナル誰在テ同意ヲ表スル
者ナケレバ，如何トスルニ由ナク，逸巡延テ明治二十年ノ歳月ヲ迎フニ到レリ。此二於テ
乎盆ス其必要ヲ感ジタルヲ以テ，余ハ濯二自ラ量ラズ獨力以テ決然骰刊センコトヲ期シ，
漸ク同年十一月十五日初メテ其第一琥ヲ擾兒スル事トナレリ。名付ケテ経演叢話トイフ。
即チ讀者諸君ノ既二知ル所ノ者是ナリ。
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元来余ハ本職ノアル身ナレバ，平素事務ノ整理一身二蜻集シ，竜モ寸隙アラザリシナリ。
加フルニ傍ラ雑誌棧行二従事シタルヲ以テ，繁又一層繁ヲ加へ，殆ンド虚日ナキニ到レ
リ。然レドモ余ガ兼テノ素志ナルガ故二，竜モ之ヲ餅スルノ意ナク，讀者諸君ノ愛顧二肯
カザランコトヲ欲シ，精励ヲ専ラト為スト雖モ，如何セン勢働二限リアル身体ヲ以テ限リ
ナキ雑務二應ゼントスル， 固ヨリ能ハザル慮，宜ナル哉記事ノ陳淵二陥リタルノミナラ
ズ，動モスレバ定期ノ刊行二後レ，終二織績スルノ望ミナキヲ以テ，止ムナク本紙第十五
琥（本年六月十一日）ノ擾兄ヲ限リ休刊シクルニ，今般有志者垂水善太郎氏之ヲ引受ケ，
艤績登行センコトヲ談ゼラル。是固ヨリ余ノ望ム慮ナレバ，直二之ヲ承諾シ，乃チ本紙ヲ
譲リ渡ス事トナレリ。
尤モ同氏ハ今回ヨリ記事及ビ体裁モ共二改良セントノ熱心ヲ以テ勉メラルレバ，漸々好
雑誌トナルニ到ルハ信ジテ疑ハザル慮ナリ。余モ亦可及的爾後本紙ニカヲ盤シ，讀者ノ万
一ヲ稗補セント欲ス。讀者諸君願ハクバ尚薔二倍シ愛顧ヲ垂レラレヨ。是余ガ謹デ諸君二
希フ慮ナリ。姦二聯力中途休刊及譲渡ノ理由ヲ述プル如斯4)。
ところで， この文章の最後に「余モ亦可及的爾後本紙ニカヲ盤シ」とのべているよう
に，吉田は第17~18号にも執筆をつづけているし，本誌と関西法律学校との密接な関係も
かわっていない。上述の吉田の文章にはこの関係のことは表面にはでて来ないが，彼が
「元来余ハ本職ノアル身ナレバ」と書いているその本職とは．すなわち関西法律学校の校
主としての仕事をさすものであったと思われる。明治19年秋に開校した関西法律学校の経
営のかたわら，吉田は年来の宿願であった経済雑誌の刊行にふみ切ったのだが，それは吉
田にとって，関西法律学校の創立に関係した人々がこの雑誌の刊行にも協力してくれると
いう見込みが立ったからであろう。前にのべた吉田が「朝日新聞」にのせた本誌の発兒広
告にも． この点についてつぎのように書かれていた。「本紙へ賛助ヲ請フテ其承諾ヲ得タ
ル各位左ノ如シ（次第イロハ順）。堀田忠正君，法律学士小倉久士君，同鶴見守義君，
同井上操君，松田正久君，法律学士手塚太郎君，同志方鍛君，其他諸会社，銀行．
大阪商業叢話会諸君」。『経済叢話」第1号の表紙の裏に「本紙二賛助ヲ得タル各位左ノ如
シ」として掲げられている8人は上記の広告の7人に「法学士野村珍吉」を加えたもの
であり，第17号に掲げられている11名はこの8名にさらに「関西法律学校校主吉田一士，
法学士 山田喜之助，法律学士水上長次郎」の3名を加えたものである。以上の人々
4) 『経済叢話』第16号， 18-21ページ。原文のままでは読みづらいので，仮名に濁点を
つけ，句読点をうち，適宜行を改めた。
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は5). すべて関西法律学校の創立に関係したか，もしくは創立後の学校の教壇に立った人
々であるが，同時に後節で見るようにその多くが『経済叢話」の主要な執筆陣を構成する
人々でもあった。時には彼らが学校で講義したものがそのまま本誌に連載されることもあ
り，また関西法律学校に関する広告がしばしばのっている6)ことからみても，本誌と関西
法律学校とは密接に結びついていたといってよいであろう。第16号以降の発行兼編輯者と
なった垂水善太郎は，関西法律学校の第3回卒業生の 1人で，学生の頃から書記の仕事を
しており，卒業後も関西甲種商業の初代校長や学校法人関西大学の専務理事などを歴任し
た人である7)。
I 
『経済叢話」は表紙の標題の下に「経済法律及商事上ノ要録」という一行が印刷されて
いるように，その内容は経済が主で，法律と商事とが従である。誌面の形式的な構成をみ
ると，第11号は，論説之部，講義之部，問答之部，討論之部，立志之部，雑録之部，雑報
之部の6本立てとなっている。このうち，立志之部はワシントンの伝記がのっているが，
5)堀田，小倉，鶴見，井上，手塚，志方，野村，吉田の8人については関西大学校友会
発行の『関西大学を築いた人々』 (1973年）にそれぞれ列伝風に説かれているのを参照。
水上長次郎は彦根出身，明治17年司法省法学校を卒業後司法界に入り， 20年12月大阪始
審裁判所勤務， 「吉田校主が辞任した明治22年5月から23年5月まで」（『関西大学70年
史』， 62ページ）関西法律学校の校長事務監督であった。本誌第16・17号に「租税論」
を書いている。山田喜之助は大阪出身，東大で高田早苗や天野為之と交わり，彼らとと
もに東京専門学校創立時に講師となったが， 後司法界に入った。早稲田大学出版部の
『早稲田八十年誌」 (1962年） 41ページ参照。
6)たとえば第11号（明治21年4月11日）の「雑報之部」に「関西法律学校の記事 該校は
去る19年12月に開校せられしが，僅々の年月にも拘らず，本年3月迄に入校せし生徒は
600有余人にして，退校者を除き，現在生400有余名ありという。なお一層拡張せんがた
め教師を増聘せられたり。その詳細は本紙の広告欄内を見るべし」 (32ペー ジ）とあり，
広告欄には，藤林忠良，水上長次郎および渋川忠二郎の 3名を教師として増聘したこと
と，初年科及び2年科の第2期教授科目のリスト（野村珍吉の担当する経済学は科外と
して））ストの末尾にある）とがしるされており，第16号（同年9月20日）には関西法律
学校筆授生募集のよびかけが，第18号（同年10月15日）には関西法律学校筆授生講義録
の第1・2・3号がそれぞれ10月1・8・15日に発行されたという広告がのっている。
7) 『関西大学70年史」 25-30,111ページを参照。なお仲川三治という人物については，
今のところ何の手がりもない。
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この部はこの号で終り，第12号以降はなくなった8)。また討論之部は号によって演説討論
之部とか演説筆記之部といった名称となっており，雑録之部と雑報之部とは号によっては
雑報数件というふうに 1本にまとめられたり，また商況や珍談がつけ加えられたりしてい
る。要するに本誌の主要な内容は，論説，講義，問答および討論・演説という最初の四つ
にあるといってよい。以下この四つを順次とりあげることにしよう。
(1) 論説 第11号の論説は，「運輸論」9)「法律上事二階級ヲ立1レハ果シテ其嘗ヲ得タル
乎」， 「正当防衛権ヲ論ズ」の3篇で，経済学関係よりも法律関係の方が多いが， 第12号
は「道路卜政府ノ関係如何ヲ論ズ」10), 「民事犯論一班」， 「経済学卜法律学トノ関係ヲ論
ズ」11)の3篇で，内容的には経済と法律と相半ばしており，第13号になると士族が積極的
に商工業に従事することをうったえた「協力論」，「農工科専門学校ノ必用」の2篇，第14
号では，「道路卜政府ノ関係如何ヲ論ズ」の続きと「利息論」の2篇というふうに， すべ
て経済関係となり，第15号以降も経済論がほとんどすべてを占め12), 法律論は全く姿を
消してしまう。ところでこうした経済関係の論説は，前掲の道路と政府の関係を論じたも
のをはじめ，「政府歳入論」 (15),「租税論」 (16,17), 「一国政府ノ歳出ヲ論ズ」 (18)な
ど財政問題に関するものが多く，それ以外のものでも理論的なものよりも時論的な政策論
義がほとんどすべてであって，この点は講義や問答では専ら理論的一般的な叙述がみられ
るのと対照的である。また論説は無署名のもの，筆名のもの，本名のものの3種がある
が，本名が明記されているのが極くわずかであって，多くの文章の筆者をつきとめること
はむずかしい。だが無署名のもの，とりわけその中でも第15号までのものは，発行者の吉
8) 『経済叢話」第17号の末尾に第2号から第15号までの総目次がのっているが，それに
よると「立志」の項では「コロンプス」と「ベアナードパリッシィ」と「ワシントン」
の3人がとりあげられたようである。
9)前注でのぺた総目次によると，「運輸論」は第10号と第11号ともにのっている。
10)総目次によると「道路卜政府ノ関係如何ヲ論ズ」は第12号にものっている。
11)総目次によると「経済学卜法律学ノ関係ヲ論ズ」は第5,第7,第12の各号にものつ
ている。また後に第16号にものっている。
12)第15~18号の論説欄にのったもので経済問題以外のテーマで書かれたのは「男女同権
ヲ評ス」（第15号）と「日本人ノ性質ヲ論ズ」 との2篇のみである。前者の主意は女子
が独立するには職業をもつことが必要であるということであり，後者は，人間の社会は
宗教が支配する時代，武力が支配する時代，智力が支配する時代の 3段階をえて進歩す
るという立場から，第3段階に入った19世紀で日本人はよく国家を形成してゆけるかを
論ずるものであって， ともに経済の問題とかかわりのあるテーマである。
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田一士または編集者の仲川三治の手になるものではなかろうかと一応は推定されるのだ
が，それらを彼らが署名入りで書いた文章と慎重に比較検討したうえで，はじめて筆者が
誰かの結論を下すことができるであろう。
(2) 講義 第11号には手塚太郎の経済学講義と無署名の仏国商法義解との2篇がのって
おり，共に連載の一部である。後者は第18号まで連載されるが，第16号から関西法律学校
主吉田一士という署名が入る。手塚の経済学講義はこの号で終わり，第12号から野村珍吉
が代わって担当， 18号までつづく。おそらく「経済叢話」の創刊号以来連載されてきた商
法と経済学の二つの講義は，多分ともに関西法律学校での講義に基づくものではないかと
思われる。少なくとも経済学についてはそうであった。というのは，先年私は関西法律学
校の第1回卒業生津島（後に内田と改姓）重成が筆記したノートによって手塚・野村の2
人の経済学講義を本誌に紹介したが13), それと『経済叢話」に津原武14)の筆記によって
連載されている経済学講義とをくらべると，細部の点で多少の差はあれ，大綱において両
者は全く同じものだからである。もっとも野村の講義については第12号にそれが関西法律
学校で講義されたものと明記されているから問題はない。だが手塚の講義についてはどう
か。手塚の講義は明治20年9月20日から11月1日まで7回行なわれ，緒論と生産論が講義
された。生産論は(1)総論， (2)土地及ビ其他ノ天然力， (3)労働， (4)資本， (5)三原素合併の効
果，よりなり，最後の第5章は (i)採掘業， (i)農業， (ii)工業， (iv)商業及ビ運送
業の4節にわかれるのだが，『経済叢話」第11号には， (i)の途中から (iv)の最後まで
の部分がのっている。いま (iv)の後半の部分をかかげておく。これを津島（内田）重成
の筆記の当試部分16)と比較すると，両者が大綱において同ーながら， やはり前者の方が
文意鮮明であることがわかるであろう。
運送業に闊する問題は左の如し。
第一問，運送業は如何にして生産に闊輿すべきものなるか。
第二問，如何をる方法に依り運送するを以て経済上有利とするや。
第三問，鉄道と堀割とは政府をして之を設けしむるを利とするか，将た人民をして之を
為さしむるを便とするか。
13)杉原「関西法律学校の経済学講義」 H(::)国，『経済論集』 XIX-4,5, 6, 1969年10月，
12月， 1970年2月。
14)津原武は関西法律学校を中退，上京して和仏法律学校に入り，後弁護士となった。本
学の推腐校友である
16)杉原「関西法律学校の経済学講義」 H,『経済論集」 XIX-4,103ベー ジ参照。
47 
48 繭西大學『親清論集」第26巻第1号
以上陳ぶる所に依り，予は生産の一班を説き了れり 15)。
第16~18号の講義之部には，野村診吉の経済学講義と吉田一士の仏国商法義解の他に，
もう一つ藤林忠良17)の「経済学一斑」があらたに開講された。 これは「仏国人学教師ア
ントアーヌ，ロンドレー氏が曽て同国バンセンヌ府養育院において為したる著名なる演述
……の大意を訳述」したものであるが，以前紹介したように18),藤林は『文明之法」の第
2号（明治23年1月22日）以降に同じ内容のものを連載している。おそらく『経済叢話」
の廃刊で途中でうちきられたので， 『文明之法』でふたたび最初から連載しなおすことに
したものであろう。
(3) 問答第11号の「問答之部」は， 「経済学問答」と「為替手形問答」との二つがの
っており，共に前号からの連載の一部であり，かつ第18号までつづいてゆく。またいずれ
も無署名であるが，第16号以降はどちらも吉田一士の署名が入っており，二つの問答の筆
者が吉田であったことがわかる。経済学と為替手形の入門的知識を問答体で説明する場
合，いずれもフランスの事情に即した説明がされ，それとくらべて日本の実情にも言及さ
れている。
(4) 討論 第11号には大阪青年研法会における二つの討論の筆記がのっている。この研
法会での法解釈をめぐる討論は第15号まで毎号のるが，第16号以下では姿を消し，名称も
「演説筆記之部」とかわって第16号には吉田一士の国債論が，第17号には吉田一士の「快
楽ヲ論ズ」が，第18号には吉田一士の「婦人論」ー一これについては後述―と土肥正孝
の「風俗卜商業ノ関係」とがのっている。見られるように第16号以降はこの部門でも法律
関係の文章は影をひそめてしまい， 『経済叢話』は経済雑誌としての色彩を濃くする。そ
井てこのことは（雑報之部）の中に「金融の最況」とか「兒換券発行高」とか「外国貿
易」とかいった経済記事の分量がそれまでより目に見えて増加したことにもあらわれてい
るのである19)。
15) 「経済叢話」第11号， 12ペー ジ。
17)藤林忠良については『関西大学70年史』 61ベー ジを参照。
18)杉原「関西法律学校の経済学講義をめぐって」，『経済論集』 XX-2,115ページ（杉原
「西欧経済学と近代日本」 99ペー ジ）参照。
19)とはいっても『経済叢話』の第16号以降に法律論が全然消えてしまったというわけで
は決してなく，吉田一士自身，第16号から新しくその「雑録之部」に明治21年4月に公
布された市制• 町村制の解説を連載しはじめた。だがこれは専門的な研究ではなく，「地
方自治ノ独立ハ真二代議政体ノ基本ニシテ即チ立憲政体ノ門二入ル楷梯ナリ」（『経済叢
話』， 17,27ペー ジ） という観点から一般国民のために新制度を解説しようとしたもの
である。
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「経済叢話』の原本を私は今のところ明治21年10月15日に出た第18号までしか見ておら
ず，第19号が同年11月1日に出たことを広告で知りうるだけだから，第20号以降どこまで
本誌が刊行されたかは不明である。だが関西法律学校に関係の深い『経政法理」と『文明・
之法』とがともに明治23年1月に創刊され，しかもそのどれにも「経済叢話」の記事が見
出せぬところから見て， 『経済叢話」が明治22年中に廃刊となったことは， おそらく間違
いあるまい。本誌の発行部数や流布範囲も不明であるが，第11号にのっている「本紙売捌
所」が，大阪で12,京都・滋賀・和歌山で4,四国・中国・九州で11であること，第17号
のそれが大阪18,京都・滋賀・和歌山14,四国・中国・九州12であることからみて，大阪
が主要な流布範囲であるにせよ，単にそれだけにかぎらず，近畿一帯，さらには関西全体
にある程度およんでいたことがわかるのである。
『経済叢話」と『経政法理」と『文明之法」との三つの雑誌は，関西法律学校に深い関
係があることと，経済・政治乃至行政の3領域を主たる対象とすることとでは共通した性
質をもっている。その中で「経済叢話」の特徴といえば，第1にその名称からもうかがえ
るように，本誌が他の二誌にくらべて経済雑誌という性格が最も濃厚であること，第2に
他の二誌が数名のグループの共同編集で刊行されているのに対し，本誌は吉田一士という
個人の色彩が極めて強いということがあげられる。第2の点は彼が発行者だった第1~15
はもとより，本誌を垂水善太郎に譲渡した後の諸号についても妥当するのだが，第1節で
号について紹介した本誌刊行の意図についての彼の文章がしめしているように，第1の点
はこの第2の点の一つのあらわれといってもよいであろう。そしてこの点についてわれわ
れは，関西法律学校の開校の日に予定の講師が講義できなくなったとき，急遥吉田がその
穴埋めに講義したのが経済学であったという事実を想起するのである。
関西法律学校の校主として，創立当時の経営にあたった吉田一士の経歴，人物，思想に
ついては，薗田香融教授もいわれるように，「知られるところがはなはだ少ない」20)。『経
済叢話」が発行者としての肩書に福岡県士族とあるから，その出自はわかるが，それ以後
の経歴はほとんどわかっていない。明治義塾に学んだことがあるようだが，当時のわが国
には明治義塾という名の学校がいくつかあったので，どの明治義塾に彼が学んだのかは不
明である21)。彼がどうして関西法律学校に関係するようになったのかについても，「吉田
20) 『関西大学を築いた人々 』， 61ペー ジ。
21)朝日新聞の明治19年10月13日にのった関西法律学校の設立に関する記事の中で吉田の
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一士氏ハ小倉氏〔初代校長の小倉久のこと〕ノ旧知ナル関係ヨリシテ初ヨリ協議二与力」
ったという志方鍛の書簡の1節22)だけが唯一の情報で， それ以上のことはわかっていな
い。また彼が関西法律学校の校主としてどんな活動をしたかについても，さきにのべた経
済学の臨時の講義の他に，開校当時民法人事編の講師をかねる予定であったことや，講義
録の出版に尽力したことなどがあげられるのみである28)。 さらに彼がわずか開校後2年
半でなぜ関西法律学校を去ったかということについても，講師が無給なのに反して吉田が
高給をはんでいることを学生が問題にし，彼を排斥する運動を起こしたことや，吉田の持
病（神経痛）が悪化して帰郷療養を余儀なくされたことなどがったえられるだけで24),
くわしい事情はわからない25).。そしてその後の吉田の消息にいたっては， 知られるとこ
ことを「東京明治法律学校旧監事法律学士」と紹介してあったが，同10月14日に「関西
法律学校の項中四行明治法律学校とあるとは明治義塾の誤」という訂正がのった。 「関
西大学年史紀要」第1号， 1975年3月， 33-34ページ参照。 これでは「旧監事法律学
士」のところはそのままのこるようにもとれるが，吉田一士の名前が「経済叢話」にあ
らわれるとき法学士とか法律学士とかの肩書は一度もつかわれないから，おそらく彼は
そういう称号をもっていなかったものと思われる。
22) 『関西大学70年史」 23ページ参照。
23) 『関西大学を築いた人々』 62-63ページ参照。なお吉田が『経済叢話」を休刊し，ゃ
がてその発行責任者としての地位を垂水善太郎にゆずったのは，時期的にみると，筆授
生講義録の刊行準備の時期と一致する。
24) 「関西大学を築いた人々」 62-63ページ参照。 また「関西大学学報」第112号（昭和
8年9月15日）にのった本学50周年記念座談会で津原武が当時の事情を語っている中で
も吉田排斥運動に言及している。なおこの中で津原は「明治法律学校の出身で，当時日
本郵船会社大阪支店員であった吉田一士がその〔関西法律学校〕の発起者で」とのぺてい
る（前掲『学報」 39ページ）。明治法律学校のことは注(2)で指摘した事情のためにわかに
信じ難いが， 日本郵船の社員であったことについては今後の調査にまつべきであろう。
25)吉田がその中心メンバーであり，その活動状況が『経済叢話』にものせられていた大
阪商業叢話会についての当時の新聞記事が「関西大学年史紀要』第1巻にあつめられて
おり，この会に関連した吉田一士の動静がうかがえて有益であるが．それによると，大
阪商業叢話会の記事が，明治20年11月5日から同年21年11月18日にいたる朝日新聞にほ
ぼ連続的にのっているのに，それ以後しばらく中断し，明治22年9月10日の大阪毎日新
聞に「兼て休会なりし当地商業家諸氏の団結に係る大阪商業叢話会は一昨八日……久し
振りの懇親会を開き……」とあり，その後またその活動が報じられるようになる。だが
明治20~21年の記事にはほとんど毎回吉田一士の名前が出ていたのに，中断以後その名
前は全然あらわれなくなってしまった。おそらく明治22年のいつかに吉田がこの会をや
め，そのことが一つの原因で会そのものが休会を余儀なくされたのではなかろうか。
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ろが全くないという状態である。それだけに吉田が独力で刊行し，第15号まではみずから
その編集にあたってきたこの「経済叢話」は，彼の思想と人物を知るうえに極めて貴重な
資料ということができるであろう。
「経済叢話」が教えてくれる吉田一士の一側面として，大日本風俗改良会の会員として
の彼の活躍ぶりがある。本誌第14号（明治21年5月31日）の雑録の一つとして大日本風俗
改良会の会誌の第2号が発行されたという記事が見られるが，第15号には大日本風俗改良
会幹事の名で半ページ大の広告がのっている。 さらに第16号や第17号の雑報の一つとし
て，大日本風俗改良会会誌に寄せられた養蚕をすすめる歌や風俗改良かぞえ歌を「有益の
歌なるを以て妥に抜摘す」として掲載している。『大阪日報」の明治21年2月11日には，
大日本風俗改良会の第1回の集会が大阪商法会議所でひらかれ，吉田一士が改良論という
演説をするとともに，内部の改良と外部の改良といずれを先にするか，遊廊を市内に散在
させることの可否という二つの討論を発議した旨がのせられており，吉田がこの会の活動
家であることをうかがわせるが，上述の記事は吉田の活動の「経済叢話」への反映とみて
よかろう。そして，その第18号には，大日本風俗改良会で彼が行なった「婦人論」という
演説の筆記が掲載されている。これは婚姻の制度が昔からどう変化したかをのべ，現在の
制度をどう改良すべきかをのべるもののようだが，この号では末完に終わっているのでそ
の結論はわからない。とはいえ彼が婦人問題に強く関心をよせ，婦人の地位の向上に熱意
をもっていたことは，『経済叢話』にしばしばいろいろのかたちで婦人の社会的・経済的
地位に関する問題がとりあげられている26)ことから，十分に推測することができる。
だが「経済叢話」によって知ることができる吉田一士の最も重要な側面は，法律と経済
とに関する彼の学識である。「仏国商法義解」その他からうかがわれる彼の法律論の水準
については私に発言する資格はない27)が，経済学に関しては， 関西法律学校での講義を
本誌に連載している手塚太郎や野村珍吉にくらべて，さして遜色のない知識の持主であっ
たといってよいだろう。たとえば彼が本誌に連載してきた「経済学問答」28)の第11号の部
26)たとえばさきにふれられた本法の総目録によると，第6号には「女子ヲシテ会社二従
事セシムルノ可否」についての，また第9号には「遊廊ヲシテ市街二散在セシムルノ可
否」についての演説筆記がのっている。 「関西大学年史紀要」第1号， 126ペー ジ参照。
27)吉田には法学の著書もある。『朝日新聞」の明治20年6月12日号に広告が出ている井
上操校閲，吉田一士著『法学纂論」（岡島支店）がそれである。『関西大学年史紀要』第
1号， 76,86ペー ジ参照。
28)前にふれた本誌の第2号以来の総目次によれば，経済学問答は第2号以来第9号まで
ずっと連載され，第10号のみ休載された。第1号にのったかどうかは不明である。
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分を見ると，第11号では，「殖産を盛にし国を富ます方は如何」， Im有権とは如何」， 「所
有権の完全不完全につき経済上如何なる影響を及ぼすものなるや」，市f有権の正当不正当
のことは動産にも議論ありや」の4問に対してそれぞれ答が簡単にのべられている。第12
号では同じように労力に関する 6問が，第13号では協力や発明，専売特許などについて11
アクイ
問，第14号では流通と価に関する10問が，第15号は休載で第16号では「価を定むるは抑も
如何なる方法を以て為す者なりや」が，第17号は前問への答えのつづきと貨幣論に関する
2問が，第18号ではひきつづき貨幣に関する 5問が，それぞれ答えられている。説明の基
調は手塚や野村の講義のそれとほぽ同様で， 1880年代の英•米•仏の国々でなお支配的だ
った古典学派的な経済学を，おそらく外国のしかるべき入門書を下敷きにしながら，かみ
くだいて説いたものである。だが，吉田の経済思想を一層立ち入って考えることは，将来
「経済叢話』の第1~10号や第19号以下が見られるようになり，またその第15号に広告が
のっている彼の著作『商業学通信講義」 29)をも読むことができたうえのことにしたいと
思う。
29)第1巻は紙数117ページで蜂蟻堂から出た。広告文によれば「本書ハ地方子弟商業学
独習／進路ヲ開カン為メ商業上必要ノ科目即チ経済学，売買法，商法，損害要償法等二
シテ，其詳細ハ載セテ第1巻ニアリ」と。
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